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はぐくみ(やどかり)弁当コンサル料支払いについて


　この度、一昨年(2021年)の11月に縁あってはぐくみ(やどかり)弁当とお付き合いをさせて頂くことになりました。そして佐藤氏に担当して頂き春日井エリアで二度三度と見学を重ね、昨年(2022年)2月に正式に御社と契約を致しました。
　当初、私の事業計画では福祉の会社は4月に登記を済ませ設立出来ておりましたので、４月の中旬がはぐくみ(やどかり)弁当のオープン予定でした。しかし、はぐくみ(福祉)とやどかり間での連絡がスムーズにいかず延期となりました。そこから更に６月オープン予定もやどかりのアドバイザーとのスケジュールが合わず、また、アルバイト不足もあり更に延期となりました。この時点で大幅にスケジュールが遅延してしまいましたが、ようやく７月末にオープンにこぎつけることができました。
　新事業を始めるにあたって、この業界は全くの素人なので佐藤氏に色々と相談にのってもらい、佐藤氏からは今ある春日井店の調理場で弁当を作り、小牧店に運んだら初期投資費用が大幅に軽減できるとご提案をいただきました。
　しかし、いざ蓋を開けてみると家賃無しで初期費用も軽微だったというのに8月、9月と70万以上の赤字でした。ここが踏ん張りどころと10月、11月と頑張ってみたのですが、やはりそれぞれ月70万以上の赤字でした。そこで再度エリア選択は適切だったのか、収支は合うのかを検討し、新しく店舗を構えるにしても良い物件が無いということ、そして何より毎月70万以上もの赤字があるという現実を踏まえ次に進むべきなのだろうかと思案致しました。
　エリア選択については以前小牧エリアをやっていた方は小牧全体で250食程を出していたのに、それを南北2つに分けて250食以上出すのは非常に厳しいのではないか、そもそも初めに見学させて頂いた春日井エリアは人口31万人で一拠点(小牧は人口16万人)であったことなど疑問に思うことが出てきました。
　また、昨年の4月からA型申請の取得期間が半年から1年に伸びたことを2022年の11月に初めて聞きました。
　この様な経緯で当初事業計画を立てた時と判断状況が大きく変わってしまいました。シュミレーション上、2年以上かけ2千万円以上の赤字では今後事業を継続していくことは困難と考え、今年の2月に撤退を決定致しました。
　本業の店内型飲食事業がコロナ禍により大打撃を受けるなか、福祉事業のはぐくみ弁当に関しては今後の事業再構築の一助ともなれば、最悪、弁当事業オンリーのやどかり弁当だけでも本業の足しになればとの考えで当該事業に参入した次第ですが、結果、この一年余りで700万円程のマイナスを出すことになりました。
　当方の経営判断の甘さは重く受け止めざるを得ませんが、これ以上の損失は弊社の存続に関わり、早急に食い止めねばなりません。
　本年(2023年)4月のコンサルティング料及び継続コンサルティング料の支払いをもって貴社への一切の支払いを終了させて頂きたく存じます。何卒、ご理解ご賢察の程宜しくお願い申し上げます。
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